＜入札公告＞
一般競争入札を執行するので、次のとおり公告する。
令和元年9月17日
社会福祉法人ひまわり 
理事長　岩田　優子　
1	入札対象工事
（1）工事名　　　社会福祉法人ひまわりナースコール及びインカム整備工事
社会福祉法人ひまわりPBX・電話機・Wifi環境整備工事
　　　　　　　　　
（2）工事場所　  兵庫県朝来市新井148番地　・　兵庫県豊岡市但東町太田614番地
(3) 工事概要　　仕様書に記載
(4) 工期	    契約確定の日から令和元年12月31日まで
(5) 予定価格    公表しない
(6) 工事区分    電気工事
２	入札参加形態
単独企業による。

３	入札保証金及び契約保証金
入札保証金は免除する。
契約保証金の納付は免除する。ただし、請負代金額の１０分の１以上の履行保障保険契約を行うこと。

４    支払い条件
第１回（契約時）	契約金額の30％ 
第２回（上棟時）	契約金額の40％
第３回（完成引渡時）	契約金額の30％

５　　入札手続き等
	手続き等
	期間等
	場所又は問い合わせ先等

	入札参加資申請書の提出
	公告日から令和元年9月20日（金）までに提出とする。（郵送も可・但し、20日必着とする。）
	社会福祉法人ひまわり
あさがおホール
本部事務所にて
TEL079-677-1901

	入札参加資格確認通知及び質問への回答
	令和元年9月24日（火）に電話により通知・回答する。
	同上

	現場説明会
	令和元年9月25日（水）発注者の指定する日時に行う。
	同上

	設計図書等に関する質問の受付
	令和元年9月30日(月)までとする。

	第一建築設計事務所
m-fao＠sasayuri-net.jp
緊急：090-1915-7885

	設計図書に関する質問の回答
	令和元年10月4日（金）までに電子メールの方法により回答する。

	第一建築設計事務所
m-fao＠sasayuri-net.jp
緊急：090-1915-7885

	入札
	令和元年10月9日(水)13時30分から行う。
	朝来市新井148番地
あさがおホール敷地内の
多目的ホールにて

	開札及び落札者の決定


	入札後、即開札とする。
落札者は、予定価格の範囲内（かつ、最低制限価格以上）で最低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者と
して決定する。
	


	最低制限価格
	設ける。
	



６	競争に参加できる条件
本工事の競争入札に参加できる者は、朝来市の建設工事に係る一般競争入札参加資格の認定を受けている者のうち、 競争参加資格確認申請の受付期限日において次に掲げる条件をすべて満たしている者であること。

	条	件
	条件適用
の有無
	内	容

	ア 朝来市の建設工事に係る一般競争入札参加資格において右に掲げる認定を受けている者であること。
	有
	電気通信工事業に掛る建設業の許可を有すること。

	イ 右の条件を満たす営業所等がその地域内にあ
ること。
	有
	兵庫県内に本店または支店があること。

	[bookmark: _GoBack]ウ 完成引渡しが完了した右に掲げる同種・類似工事を元請として施工した実績を有する者であること。
	無
	直近3年以内に完成引渡しが完了した社会福祉施設の改築又は新築工事の実績があること。

	エ 右に掲げる国家資格等を有する主任技術者を本工事に配置できること。ただし、請負代金が3,500万円以上の場合は、建設業法に規定する営業所における専任技術者ではないものを本工事に専任で配置できること。
	有
	一種電気工事士又はこれと同等以上の資格等

	オ 本工事に係る設計業務等の受託者である右に
掲げる者と資本又は人事面において関連がある
工事業者でないこと。
	
有
	第一建築設計事務所


	カ その他
・地方自治法施行令第 167 条の４第 1 項の規定
に該当していない者及び同条第 2 項の規定に基づく入札参加資格制限を受けていない者であること。
・会社更生法に基づき更生手続き開始の申立てをしたもの又は民事再生法に基づき再生手続開始の申立てをした者にあっては、手続き開始の決定を受けた後に、入札参加資格の再認定を受けていること。
・建設工事等請負業者指名停止等措置要領に基づく指名停止期間中の者でないこと。
・暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）に第2条に規定する暴力団、暴力団員が実質的に経営を支配する業者またはその他暴力団もしくは暴力団員と密接な関係を有する業者ではないこと。
	有
	













７	入札の方法
・入札は、定められた時刻に開始します。
・入札書は、内容が透視できない封筒に封かんし、当該封筒に入札者の氏名（法人の名称及び代表者氏名）を記載すること。
・落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額） をもって落札価格とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載すること。
・代理人は、2 人（者）以上の代理をすることはできません。
・入札者は、他の入札者の代理をすることはできません。
・入札参加者は、入札に当たっては、競争を制限する目的で他の入札参加者と入札価格又は入札意思についていかなる相談も行わず、独自に価格を定めること。
・入札参加者は、落札者の決定前に、他の入札参加者に対して入札価格を意図的に開示しないこと。
・入札者は、提出した入札書の書き換え、引き換え又は撤回をすることができません。


８	入札の無効
次のいずれかに該当する場合は、当該入札者の入札を無効とする。
ア	入札に参加する資格を有しない者が参加したとき
イ	入札者が同一の入札について、二以上の入札書を提出したとき。
ウ	入札に際して虚偽又は不正の行為があったとき。
エ　入札書の記載事項が不明瞭で判読しないとき。
オ　その他入札に関する条件に違反したとき。
　　　　　　
